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美
浦
村
は
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
で
中
学
校

や
中
央
公
民
館
の
修
繕
料
な
ど
を
計
上
し
た
。
併
せ
て
光

と
風
の
丘
公
園
整
備
委
託
料
な
ど
の
債
務
負
担
行
為
42
件

を
追
加
し
た
。

　
中
学
校
の
施
設
管
理
費
に
は

２
０
１
万
９
０
０
０
円
を
計

上
。
美
浦
中
学
校
で
空
調
機
器

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
消
防
設
備

不
備
箇
所
の
修
繕
な
ど
を
行

う
。

　
中
央
公
民
館
で
は
、
大
ホ
ー

ル
照
明
機
器
の
関
数
信
号
発
生

装
置
の
修
繕
な
ど
に
事
業
費
を

配
分
。
２
４
２
万
円
を
措
置
し

た
。

　
そ
の
ほ
か
、
道
路
維
持
補
修

工
事
費
に
６
０
０
万
円
を
充

げ
る
霞
ヶ
浦
」、「
遊
べ
る
河
川
」

を
目
指
し
、
第
９
期
計
画
以
降

で
き
る
だ
け
早
期
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い
る
。

　
第
８
期
の
方
針
と
し
て
は
、

生
活
排
水
対
策
で
は
下
水
道
や

農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
・

接
続
、
高
度
処
理
型
浄
化
槽
の

設
置
、
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら

の
転
換
を
促
進
。
工
場
・
事
業

場
排
水
対
策
で
は
霞
ケ
浦
一
般

事
業
場
等
（
小
規
模
事
業
所
）

へ
重
点
的
に
立
入
検
査
を
実
施

し
、
排
水
基
準
の
遵
守
・
徹
底

を
指
導
す
る
。

　
湖
内
対
策
は
巴
川（
鉾
田
川
）

河
口
の
北
浦
湖
内
で
流
入
負
荷

　
県
林
業
協
会
（
石
井
邦
一
理

事
長
）、
県
森
林
組
合
連
合
会

（
川
野
和
彦
代
表
理
事
会
長
）、

県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
（
野

上
満
正
会
長
）
の
林
業
関
係
３

団
体
お
よ
び
行
方
地
区
木
材
組

合
は
27
日
、
県
産
木
材
活
用
を

求
め
る
要
望
書
を
行
方
市
の
鈴

木
周
也
市
長
へ
提
出
し
た
。
新

庁
舎
建
設
の
木
造
化
・
木
質
化

の
推
進
、
新
た
な
公
共
施
設
整

備
に
お
け
る
木
造
建
築
計
画
の

促
進
な
ど
を
求
め
た
。

　
当
日
は
県
林
業
協
会
の
石
井

理
事
長
と
岡
田
拓
也
理
事
、
県

森
林
組
合
連
合
会
の
川
野
代
表

理
事
会
長
、
県
木
材
協
同
組
合

連
合
会
の
野
上
会
長
の
ほ
か
、

地
元
業
者
で
あ
る
梅
原
林
業
の

円
　
■
学
校
施
設
建
設
基
金
積
立

金
＝
２
０
０
０
万
円

　
【
土
木
費
】

　
■
道
路
維
持
補
修
工
事
＝
６

０
０
万
円

　
【
教
育
費
】

　
■
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

実
現
事
業
パ
ソ
コ
ン
設
定
委
託

料
＝
１
１
７
５
万
円

　
■
小
学
校
施
設
等
修
繕
料
＝

41
万
１
０
０
０
円

　
■
中
学
校
施
設
等
修
繕
料
＝

２
０
１
万
９
０
０
０
円

　
■
中
央
公
民
館
施
設
等
修
繕

料
＝
２
４
２
万
円

　
■
文
化
財
施
設
等
修
繕
料
＝

11
万
円

　
【
債
務
負
担
行
為
】

　
県
は
霞
ケ
浦
に
係
る
湖
沼
水

質
保
全
計
画
（
第
８
期
）
案
を

ま
と
め
、
来
年
１
月
６
日
ま
で

案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
て

い
る
。
計
画
期
間
は
２
０
２
５

年
度
ま
で
と
し
、
下
水
道
お
よ

び
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整

備
・
接
続
推
進
や
高
度
処
理
型

浄
化
槽
の
設
置
促
進
な
ど
を

図
っ
て
い
く
。

　
同
計
画
は
１
９
８
６
年
に
第

１
期
分
を
策
定
。
こ
れ
ま
で
７

期
35
年
に
わ
た
り
、
水
質
浄
化

対
策
を
進
め
て
き
た
。

　
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
霞
ヶ

浦
の
湖
水
浴
場
が
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
昭
和
40
年
代
前
半
の
「
泳

当
。
住
民
か
ら
の
要
望
に
伴
う

村
道
や
側
溝
の
補
修
を
行
う
た

め
、不
足
分
を
今
回
増
額
し
た
。

　
今
補
正
案
で
は
歳
入
歳
出
に

そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
６
１
２
万
７

０
０
０
円
を
追
加
。
当
初
か
ら

の
総
額
を
67
億
６
６
０
１
万
４

０
０
０
円
と
す
る
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
。

　
【
総
務
費
】

　
■
行
政
情
報
化
推
進
事
業
電

気
通
信
工
事
＝
52
万
８
０
０
０

抑
制
施
設
の
整
備
や
自
然
浄
化

機
能
を
活
用
し
た
浄
化
対
策
な

ど
を
実
施
。
農
地
・
畜
産
対
策

で
は
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
、

良
質
堆
肥
の
広
域
流
通
を
促
進

す
る
。

　
西
浦
の
数
値
目
標
を
み
る

と
、
下
水
道
接
続
率
は
１
・
４

ポ
イ
ン
ト
増
の
92
・
７
％
、
農

業
集
落
排
水
施
設
接
続
率
は

４
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
の
89
％
、

生
活
排
水
処
理
率
は
４
・
８
ポ

イ
ン
ト
増
の
88
・
３
％
を
目
指

す
。
高
度
処
理
型
浄
化
槽
は
２

万
１
４
０
０
人
増
の
７
万
７
８

０
０
人
と
し
て
い
る
。

　
北
浦
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

接
続
率
は
２
・
１
ポ
イ
ン
ト
増

の
77
・
７
％
、
農
業
集
落
排
水

施
設
接
続
率
は
５
・
４
ポ
イ
ン

梅
原
信
一
氏
、
㈲
鈴
木
材
木
店

の
鈴
木
聖
一
氏
、
㈲
荒
木
田
材

木
店
の
荒
木
田
守
氏
、
添
田
材

木
店
の
添
田
政
克
氏
、
仲
屋
材

木
店
の
長
谷
川
正
純
氏
が
出
席

し
た
。

　
冒
頭
、
石
井
理
事
長
は
「
茨

城
県
に
は
八
溝
材
と
い
う
優
れ

た
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
。

し
か
し
、
な
か
な
か
活
用
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
。
今
後
予

定
さ
れ
て
い
る
新
庁
舎
建
設
の

際
に
は
、
ぜ
ひ
県
産
材
の
活
用

を
お
願
い
し
た
い
。
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実

現
に
は
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

す
る
木
材
の
活
用
が
大
変
重
要

に
な
っ
て
い
く
と
認
識
し
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
の
思
い
を
ぜ
ひ

　
■
光
と
風
の
丘
公
園
（
野
球

場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
整
備
委

託
料
（
22
～
24
年
度
）
＝
１
４

４
４
万
８
０
０
０
円

　
■
空
調
機
器
保
守
管
理
委
託

料
（
22
～
24
年
度
）
＝
４
６
４

万
１
０
０
０
円

　
■
河
川
水
質
調
査
委
託
料

（
22
年
度
）
＝
16
万
７
０
０
０

円
　
■
防
犯
カ
メ
ラ
保
守
0
管
理

委
託
料
（
22
年
度
）
＝
43
万
４

０
０
０
円

　
■
自
家
用
電
気
工
作
物
保
安

　
全
国
児
童
生
徒
地
図
作
品
展

連
絡
協
議
会
（
事
務
局
＝
国
土

地
理
院
）
は
、
第
25
回
全
国
児

童
生
徒
地
図
優
秀
作
品
展
に
推

薦
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
国

土
交
通
大
臣
賞
な
ど
を
選
定
し

た
。
本
県
か
ら
常
陸
太
田
市
立

ト
増
の
79
％
、
生
活
排
水
処
理

率
は
６
ポ
イ
ン
ト
増
の
の
66
・

５
％
。
高
度
処
理
型
浄
化
槽
は

５
８
０
０
人
増
の
２
万
２
１
０

０
人
。

　
ま
た
、
ア
オ
コ
対
策
や
水
環

境
の
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
ほ
か
、
湖
上
体
験
ス
ク
ー

ル
や
環
境
学
習
の
指
導
者
養
成

講
座
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
も
実

施
す
る
。

　
意
見
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０

２
９

－

３
０
１

－

２
９
９
７
）、

電
子
メ
ー
ル
（lake@pref.

ibaraki.lg.jp

）
で
受
け
付
け

る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
対
策

課
水
環
境
室
霞
ヶ
浦
対
策
グ

ル
ー
プ
（
電
話
０
２
９

－

３
０

１

－

２
９
６
８
）。

と
も
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
鈴
木
市
長
は
「
木
材
の
重
要

性
は
良
く
分
か
っ
て
い
る
。
ど

こ
ま
で
使
用
で
き
る
か
、
今
後

精
査
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
述

べ
た
。

　
要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

　
■
新
た
な
市
庁
舎
建
設
に
お

い
て
、
積
極
的
に
木
造
化
・
木

質
化
を
推
進
す
る
こ
と

　
■
新
た
な
公
共
施
設
整
備
な

ど
に
お
い
て
木
造
建
築
計
画
を

促
進
す
る
こ
と

　
■
行
方
市
に
は
、
現
在
17
社

の
木
材
業
者
が
あ
り
、
長
年
、

県
産
木
材
の
利
用
促
進
に
貢
献

し
て
お
り
、
地
域
の
木
材
に
も

熟
知
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
庁

舎
及
び
公
共
施
設
建
築
等
に
行

方
市
の
木
材
業
者
が
参
加
で
き

る
よ
う
併
せ
て
お
願
い
い
た
し

ま
す

久
米
小
学
校
５
・
６
年
生
９
人

の
「
野
生
動
物
か
ら
の
被
害
大

調
査
」
が
審
査
員
特
別
賞
を
受

賞
す
る
。
作
品
展
は
国
土
地
理

院
な
ど
４
会
場
で
開
催
。
国
土

地
理
院
で
は
来
年
１
月
４
日
～

２
月
20
日
ま
で
開
催
す
る
。

管
理
委
託
料
（
22
年
度
）
＝
16

万
２
０
０
０
円

　
■
電
気
設
備
保
守
管
理
委
託

料
（
22
年
度
）
＝
20
万
９
０
０

０
円

　
■
中
央
公
民
館
管
理
委
託
料

（
22
年
度
）
＝
３
９
２
万
８
０

０
０
円

　
■
光
と
風
の
丘
公
園
管
理
業

務
委
託
料
（
22
年
度
）
＝
１
２

１
５
万
円

　
■
清
掃
委
託
料
（
22
年
度
）

＝
３
０
６
万
円

岸田市長の掲げる重点施策
市民第一の市政へ
行政手続きの徹底的な刷新と行政改革、市民主体のまちづくりの支
援、多様性を重視する働き方改革を進めてまいります。また、持続
可能な行財政運営を目指し、抜本的な見直しを図り、財政健全化に
取り組みます。

安心の子育て
安心して出産・子育てできる環境づくり、未来を担う子どもたちを
育む教育を推進します。特に子ども・家庭の総合的な支援に取り組
み、すべての子どもと家庭及び妊産婦に対する支援を強化します。

頼れる福祉
安心して過ごせる老後、コロナに負けない医療提供体制の改善、ひ
とり親支援と子どもの貧困対策に取り組みます。特に住み慣れた地
域で安心して暮らせるよう、身近な場所で相談できる相談窓口体制
の拡充などに取り組みます。

防災・便利なインフラ
移動が快適で楽しくなるまちづくり、災害と犯罪に強いまちづくり、
持続可能なインフラ整備を進めます。特に機能性を有した防災拠点
としての新庁舎建設についても検討を進めてまいります。

活気ある地域
新たな産業の創出と持続的な発展、地元を大切にする仕組みづくり、
地元農業の持続的な発展を進めます。特に全国有数の産地である鉾
田の農畜産物について、ＰＲを積極的に行い、海外販路の拡大、ブ
ランド化を推進するとともに、ふるさと納税での返礼品として活用
することで、販売促進と税収アップを図ります。

誇れるまち
観光客を呼び込む魅力向上、文化と伝統が薫るまち、スポーツでつ
ながるまちを推進します。特に様々な可能性を有する鹿島灘海浜公
園を鉾田市観光の一大拠点とするため、魅力ある施設整備を行い、
観光拠点化を推進します。

新型コロナウイルス感染症対策
市民生活と経済を守る徹底した対策を継続します。これまで、市民
の方々や事業者に対する支援、医療機関への支援などに取り組んで
まいりましたが、引き続き、感染拡大の防止策を実施しながら、市
民の健康と経済活動を守るための施策を講じます。さらに新型コロ
ナウイルスワクチンの３回目接種にスピード感をもって取り組みま
す。

鉾田市の明るい未来へ� 岸田一夫市長2期目就任インタビュー

新庁舎建設の検討
鹿島灘海浜公園 観光一大拠点へ

岸田一夫（きしだ　かずお）
　1955年（昭和 30年）12月 3日生まれ。旧大洋村（現鉾田市）出身。
亜細亜大学法学部卒。鉾田消防署長、市議会議員を経て 2017年 11
月に鉾田市長に就任。今年 10月の市長選挙において、2期目の当選
を果たした。趣味は少年野球や高校野球、大学野球の観戦。座右の銘
は不撓不屈。

◆プロフィール◆

　
10
月
31
日
の
市
長
選
挙
で
、
２
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
岸
田
一
夫
氏
。
１
期
目
の
４
年

間
で
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
モ
ッ
ト
ー
に
施
策
を
推
進
し
、持
ち
前
の
行
動
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
。

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
地
の
早
期
決
定
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推
進
な
ど
着
実
に
成
果
を
挙
げ

て
き
た
。
新
た
な
４
年
間
も
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
の
設
置
、
鹿
島
灘
海
浜
公
園
観
光
拠

点
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。も
ち
ろ
ん
、ま
だ
ま
だ
道
半
ば
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
し
っ

か
り
と
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
鉾
田
市
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
尽
力
す

る
岸
田
市
長
に
、
２
期
目
の
抱
負
や
展
望
な
ど
を
聞
い
た
。

境
で
来
場
者
が
楽
し
め
る
よ
う

な
魅
力
あ
る
施
設
整
備
を
行

い
、
鉾
田
市
観
光
の
一
大
拠
点

化
を
図
る
た
め
、
地
元
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
国
・
県
へ
要
望

し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
は
、
鉾
田
市
上
釜
、
大

洗
町
成
田
町
の
住
民
の
皆
さ
ま

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ほ
か
に
類
を
見
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
建
設
地
を
決
定
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
ご
み
処

理
施
設
整
備
の
必
要
性
を
住
民

の
皆
さ
ま
に
理
解
し
て
い
た
だ

い
た
か
ら
こ
そ
。
１
年
前
倒
し

で
用
地
の
取
得
が
実
現
で
き
た

こ
と
も
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
現
在
は
測
量
や
地
質
調
査
に

着
手
し
て
い
る
段
階
。
１
日
も

早
い
供
用
開
始
を
目
指
し
て
、

大
洗
町
と
手
を
携
え
て
、
職
員

と
一
丸
と
な
り
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

　　
市
道
で
は
鉾
田
南
小
学
校
の

通
学
路
と
な
る
道
路
の
整
備
を

進
め
て
お
り
、
本
年
度
か
ら
交

差
点
の
改
良
工
事
に
着
手
し
て

い
く
。市
道
だ
け
で
な
く
国
道
、

県
道
も
含
め
た
市
内
の
道
路
全

体
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
特
に
大
竹
鉾
田
線
バ
イ
パ

ス
や
当
間
靱
負
線
の
整
備
促
進

を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
道
路
の
整
備
は
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
。
鉾
田
市
に
住
ん
で
み

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
道
路
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
人
口
減
少

対
策
に
な
る
。
ま
た
見
通
し
の

良
い
広
い
道
路
を
つ
く
る
こ
と

　　
１
期
目
に
掲
げ
た
６
つ
の
公

約
は
８
割
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
る
。
特
に
教

育
環
境
の
整
備
や
子
育
て
支
援

に
は
力
を
入
れ
て
き
た
。
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
空
調

整
備
や
児
童
生
徒
へ
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
配
布
を
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。

　
そ
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
。
鉾

田
市
の
道
路
は
他
の
自
治
体
に

比
べ
て
脆
弱
で
あ
っ
た
こ
と
か

　
大
変
厳
し
い
選
挙
戦
で
は

あ
っ
た
が
、
１
期
目
の
市
政
を

市
民
の
皆
さ
ま
に
評
価
し
て
い

た
だ
け
た
。こ
の
結
果
に
は「
も

う
４
年
間
頑
張
れ
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
２
期

目
の
４
年
間
も
市
民
の
負
託
に

応
え
る
た
め
、
議
員
の
皆
さ
ん

や
職
員
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い

く
所
存
。
鉾
田
市
民
の
明
る
い

未
来
の
た
め
、
尽
力
し
て
い
き

た
い
。

ら
早
急
に
整
備
を
進
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
感
じ
、
国
の
補

助
や
有
利
な
起
債
を
活
用
し
な

が
ら
市
道
の
整
備
を
進
め
て
き

た
。
昨
年
に
は
市
道
鉾
田
大
洋

線
が
開
通
。
市
内
の
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
飛
躍
的
に
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
さ
ら
に
国
や
県
へ
も
積
極
的

に
要
望
を
行
い
、
国
道
３
５
４

号
や
県
道
大
洗
友
部
線
の
整
備

を
促
進
し
た
。

　　
機
能
性
を
有
し
た
防
災
拠
点

と
し
て
の
新
庁
舎
建
設
に
向
け

て
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
。

現
在
の
庁
舎
は
施
設
本
体
の
老

朽
化
が
著
し
く
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
へ
の
対
応
も
不
足
し
て

い
る
な
ど
課
題
が
多
い
。
公
共

施
設
等
個
別
施
設
計
画
で
は
２

０
３
１
～
40
年
度
に
建
設
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
鹿
島
灘
海
浜
公
園
の

魅
力
向
上
の
た
め
観
光
拠
点
化

を
推
進
す
る
。
素
晴
ら
し
い
施

設
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

知
名
度
が
依
然
と
し
て
低
い
の

が
残
念
で
な
ら
な
い
。
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　
海
浜
公
園
の
魅
力
は
何
と

い
っ
て
も
海
。
海
が
見
え
る
環

　

■
就
任
に
当
た
っ
て

の
抱
負

　

■
１
期
目
の
４
年
間

を
振
り
返
っ
て

　

■
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

つ
い
て

　

■
ご
み
処
理
場
の
建

設
に
つ
い
て

　

■
２
期
目
の
主
な
公

約
に
つ
い
て

道
路
整
備
は
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

▲

初
登
庁
の
際
、支
援
者

か
ら
花
束
を
贈
ら
れ
た

▲

石
井
理
事
長（
中
央
）が
鈴
木
市
長
に
要
望
書
を
手
渡

し
た

が
防
災
対
策
に
も
な
る
。

　
１
期
目
の
４
年
間
で
道
路
整

備
に
関
す
る
予
算
を
し
っ
か
り

確
保
し
事
業
を
進
め
て
こ
れ

た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
道
半

ば
。
少
な
く
と
も
他
の
自
治
体

と
同
じ
水
準
ま
で
舗
装
率
を
引

き
上
げ
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
新
鉾
田
駅
は
市
の
大
事
な
玄

関
口
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
や

待
合
室
の
改
修
な
ど
は
地
元
高

校
生
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
駅
舎

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
推
進
す
る

予
定
。
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
全
て
の
人
が
使
い
や
す
い

環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

　
旧
鉾
田
小
学
校
跡
地
へ
の
認

定
こ
ど
も
園
建
設
事
業
は
、
現

在
校
舎
の
解
体
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
。
本
年
度
内
に
建

築
工
事
を
発
注
す
る
予
定
だ
。

　
小
学
校
統
合
事
業
も
大
詰

め
。
大
洋
小
学
校
は
本
年
度
内

に
竣
工
す
る
予
定
で
、
今
も
工

事
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
統

合
事
業
の
総
仕
上
げ
と
な
る
旭

中
学
校
区
統
合
小
学
校
整
備
事

業
は
、
現
在
用
地
の
選
定
が
進

み
つ
つ
あ
る
。
本
年
度
内
に
基

本
設
計
に
着
手
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
遅
れ
て
い
る
鉾
田
市
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
地
元
建
設
業
の
皆
さ
ま

の
お
力
添
え
が
不
可
欠
。ま
た
、

学
校
等
の
清
掃
活
動
な
ど
地
域

貢
献
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
本
当
に
感
謝
し

て
い
る
。
今
後
も
技
術
力
の
さ

ら
な
る
向
上
に
努
め
て
い
た
だ

き
、
市
民
の
明
る
い
未
来
の
た

め
、
引
き
続
き
お
力
を
お
貸
し

い
た
だ
き
た
い
。

　

■
新
鉾
田
駅
周
辺
整

備
に
つ
い
て

　

■
教
育
環
境
の
充
実

に
つ
い
て

　

■
建
設
業
界
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

美浦村補正

中
学
校
や
公
民
館
修
繕

42
件
の
債
務
負
担
行
為
設
定

計
画
期
間
は
25
年
度
ま　
　

で

「泳げる霞ヶ浦」早期実現へ
第８期計画案の意見募集

茨城県／水質浄化対策で

新
庁
舎
に
県
産
材
活
用
を

行
方
市
長
へ
要
望
書
提
出

林業関係３団体

優
秀
な
地
図
作
品
作
成

久
米
小
９
人
が
特
別
賞

国土地理院


